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お
び
た
だ
し

い
犠
牲
を
出
し

た
広
島
、
長
崎

へ
の
原
爆
投
下

か
ら
74
年
。
平
和
な
世
界
の

実
現
に
向
け
て
、
核
兵
器
廃

絶
を
求
め
る
国
際
世
論
は
高

ま
り
続
け
て
い
る
。

　

２
０
１
７
年
、
人
類
史
上

初
め
て
核
兵
器
を
違
法
と
す

る
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択

さ
れ
た
。
条
約
の
批
准
国

は
、
６
日
に
国
連
に
書
面
を

寄
託
し
た
南
米
・
ボ
リ
ビ
ア

で
25
カ
国
に
到
達
。
条
約
発

効
に
必
要
な
50
カ
国
の
批
准

ま
で
あ
と
半
数
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
日
本
政
府
は
条
約

へ
の
署
名
、
批
准
を
拒
み
続

け
て
い
る
。
安
倍
首
相
は
広

島
、
長
崎
の
平
和
祈
念
式
典

で
「
核
な
き
世
界
の
実
現
に

向
け
て
努
力
す
る
」
と
挨
拶

を
寄
せ
る
も
、
条
約
に
は
一

言
も
触
れ
な
か
っ
た
。

　

核
兵
器
の
残
虐
性
、
非
人

道
性
を
訴
え
世
界
政
治
を
動

か
し
て
き
た
被
爆
者
の
平
均

年
齢
は
82
歳
を
超
え
た
。
生

き
て
い
る
う
ち
に
核
兵
器
の

な
い
世
界
の
実
現
を
と
い
う

被
爆
者
の
悲
痛
な
思
い
に
政

府
は
い
つ
ま
で
背
を
向
け
続

け
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

政
府
は
速
や
か
に
条
約
に

批
准
し
、
唯
一
の
被
爆
国
と

し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
も

ら
い
た
い
。

小学校におけるう歯10本以
上の児童数の把握状況（府内
市町村の割合）

外来環など施設基準で講習会

佐
々
木
昇
氏
が
講
演　

75
人
が
参
加

３
分
の
１
の
市
町
村
で
把
握

求
め
ら
れ
る
歯
科
健
康
格
差
対
策

口腔崩壊の子ども

府
教
育
庁
と
懇
談

歯
科
保
健
対
策
を
要
望

個別指導の指摘事項をまとめ
た近畿厚生局の文書　　　　

把握している
34.9％

把握している
34.9％

把握していない
65.1％

把握していない
65.1％

府
と
市
町
村
に
求
め
て
き

た
。
こ
う
し
た
な
か
、
３
分

の
１
の
自
治
体
が
把
握
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
重
要

だ
。

学
校
任
せ

　

う
蝕
予
防
は
学
校
で
の
集

団
的
予
防
対
策
が
有
効
だ
。

給
食
後
の
歯
み
が
き
、
フ
ッ

化
物
洗
口
は
効
果
が
認
め
ら

　

子
ど
も
の
口
腔
内
の
健
康
格
差
が
社
会
問

題
と
な
る
な
か
、
格
差
解
消
に
向
け
た
大
阪

府
内
市
町
村
の
取
り
組
み
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
口
腔
の

健
康
を
育
む
た
め
に
行
政
に
何
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。
江
原
豊
政
策
部
長
に
解
説
し

て
も
ら
っ
た
。

　

府
内
全
市
町
村
に
「
う
蝕

が
10
本
以
上
あ
る
子
ど
も
の

数
」
を
尋
ね
た
大
阪
社
会
保

障
推
進
協
議
会
の
調
査
（
２

０
１
９
年
６
月
実
施
）
で

は
、
小
学
校
で
28
自
治
体

（
65
・
１
％
、
図
）、
中
学

校
で
29
自
治
体
（
67
・
４

％
）
が
把
握
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
間
、
協
会
は
口
腔
崩

壊
の
子
ど
も
の
実
態
把
握
を

れ
、
全
国
で
も
多
く
の
自
治

体
が
推
進
し
て
い
る
。
し
か

し
、大
阪
は
「
学
校
任
せ
」
に

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

大
阪
府
学
校
歯
科
医
会
の

調
査
（
18
年
）
で
は
、
給
食

後
の
歯
み
が
き
を
「
す
べ
て

の
小
学
校
で
取
り
組
ん
で
い

る
」
の
回
答
は
府
内
14
自
治

体
だ
っ
た
。
16
自
治
体
が
実

施
率
50
％
を
下
回
り
、
実
施

ゼ
ロ
の
自
治
体
も
あ
る
。

　

「
給
食
後
の
歯
み
が
き
は

学
校
が
自
主
的
に
取
り
組
ん

だ
結
果
で
あ
り
、
自
治
体
の

方
針
で
は
な
い
」（
学
校
関

係
者
）
と
話
す
よ
う
に
、

「
学
校
任
せ
」
が
自
治
体
間

・
学
校
間
格
差
を
生
み
、
対

策
の
遅
れ
を
招
い
て
い
る
。

　

「
フ
ッ
化
物
洗
口
」
に
至

っ
て
は
府
内
の
実
施
率
（
16

年
、
幼
保
含
む
義
務
教
育
以

下
の
施
設
）
は
全
国
最
低
水

準
の
０
・
２
％
だ
。
学
校
で

の
フ
ッ
化
物
洗
口
の
普
及
に

行
政
が
旗
を
振
る
新
潟
県
で

は
、
口
腔
保
健
条
例
に
む
し

歯
の
予
防
対
策
と
し
て
「
フ

ッ
化
物
応
用
」
を
明
記
。
市

　

協
会
は
７
月
24
日
、
教
育

庁
と
懇
談
し
、
▽
給
食
後
の

歯
み
が
き
の
推
進
▽
フ
ッ
化

物
洗
口
の
実
施
率
向
上
▽
口

腔
崩
壊
状
態
の
子
ど
も
の
実

態
把
握
―
―
を
要
望
し
、
子

ど
も
の
口
腔
内
健
康
格
差
の

是
正
を
求
め
た
。
懇
談
に
は

戸
井
逸
美
、
辻
本
勝
両

副
理
事
長
、
江
原
豊
政

策
部
部
長
が
参
加
し

た
。

　

給
食
後
の
歯
み
が
き

と
フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ

い
て
担
当
者
は
、「
府

が
で
き
る
こ
と
は
市
町

口
腔
内
の
健
康
格
差
対
策

を
求
め
る
協
会
役
員
ら

＝
７
月
24
日
、
大
阪
府
庁

町
村
向
け
に
導
入
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
補
助
金
を
設

け
て
い
る
。

　

う
蝕
予
防
を
進
め
る
に
は

行
政
の
援
助
や
働
き
か
け
が

不
可
欠
。
府
と
市
町
村
の
姿

勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。
子
ど

も
の
口
腔
内
健
康
格
差
の
是

正
に
向
け
、
協
会
は
自
治
体

へ
の
要
請
を
強
め
て
い
く
。

村
教
育
委
員
会
へ
の
指
導
・

助
言
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
内

容
に
つ
い
て
も
吟
味
が
必

要
」
と
し
、
消
極
的
な
姿
勢

を
示
し
た
。
口
腔
崩
壊
に
つ

い
て
は
、「
口
腔
崩
壊
の
児

童
・
生
徒
数
を
集
約
し
て
個

別
に
対
応
す
る
の
で
は
な

く
、
全
て
の
市
町
村
に
対
応

を
求
め
る
問
題
と
認
識
し
て

い
る
。
実
態
調
査
は
考
え
て

い
な
い
」
と
回
答
し
た
。

　

社
保
研
究
部
は
７
月
28
日
、

「
初
診
料
の
注
１
」
と
「
歯
科
外

来
診
療
環
境
体
制
加
算
１
・
２
」

の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会
を
開

催
し
た
。
佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中

央
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）
が

講
師
を
務
め
、
75
人
が
参
加
し
た

（
写
真
）。

　

佐
々
木
氏
は
①
院
内
感
染
防
止

対
策
②
偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時

の
対
応
③
医
療
事
故
対
策
な
ど
の

医
療
安
全
対
策
を
、
最
新
情
報
を

元
に
事
例
も
交
え
解
説
し
た
。

　

偶
発
症
に
対
す
る
心
構
え
と
し

て
、「
開
業
医
の
先
生
・
ス
タ
ッ

フ
は
怪
し
い
症
例
を
１
人
で
抱
え

　

貴
島
正
彦
理
事
が
６
日
、
逝
去
し

た
。
78
歳
だ
っ
た
。
貴
島
氏
は
１
９

７
０
年
に
大
阪
歯
科
大
学
を
卒
業

後
、
東
大
阪
市
で
開
業
。
81
〜
89
年

に
理
事
、
89
〜
２
０
１
５
年
に
副
理

事
長
を
歴
任
。
15
年
か
ら
は
理
事
を

務
め
て
い
た
。
元
組
織
部
長
、
元
東

大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
責
任
者
。

込
ま
な
い
」
と
強
調
し
、
全
ス
タ

ッ
フ
で
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
す

す
め
た
。

　

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
、
ミ
ス
の
事
例
を
収
集
分

析
す
る
こ
と
、
対
策
の
立
案
に
役

立
て
る
こ
と
に
重
点
を
お
き
、

「
ミ
ス
を
責
め
ず
報
告
し
や
す
い

院
内
の
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

講
演
終
了
後
、「
初
診
料
の
注

１
（
院
内
感
染
防
止
対
策
）」
と

「
歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算

１
・
２
」
の
施
設
基
準
に
係
る
研

修
の
修
了
証
を
発
行
し
た
。

で
指
導
を
「
中
断
」
し
、
日

を
改
め
て
再
開
す
る
ケ
ー
ス

が
後
を
絶
た
な
い
。
中
断
の

理
由
は
「
提
出
書
類
の
不

備
」
が
多
く
を
占
め
る
。
な

か
に
は
指
導
官
の
〝
思
惑
〞

通
り
に
進
ま
な
か
っ
た
が
た

め
に
中
断
し
た
と
思
わ
れ
る

事
例
ま
で
あ
る
と
い
う
。

　

ひ
と
た
び
中
断
す
れ
ば
、

歯
科
医
は
「
い
つ
再
開
さ
れ

る
の
か
」「
監
査
に
移
行
す

る
の
か
」
と
い
っ
た
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
さ
ら
さ
れ
る
。

　

自
分
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
が
把
握
で
き
ず
に
疑
心
暗

鬼
に
陥
り
、
萎
縮
診
療
に
追

い
込
ま
れ
る
人
が
少
な
く
な

い
。
06
年
に
東
京
で
は
、
指

導
再
開
ま
で
９
カ
月
放
置
さ

れ
た
歯
科
医
師
が
、
再
開
後

に
自
ら
命
を
絶
っ
た
事
件
も

起
き
て
い
る
。

　

指
導
大
綱
に
は
中
断
の
規

定
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
横
行
す
る
の
か
。

厚
生
局
が
中
断
す
る
目
的
の

一
つ
に
患
者
調
査
が
あ
る
。

大
阪
で
は
、
厚
生
局
が
小
学

生
の
患
者
に
対
し
て
電
話
で

３

の
「個別指導」

実相実相
中
断

　

個
別
指
導
の
重
圧
は
指
導

官
の
罵
声
や
大
量
の
持
参
物

だ
け
で
は
な
い
。

　

本
来
２
時
間
の
時
間
内
に

指
導
を
終
え
る
こ
と
が
理
想

だ
が
、
厚
生
局
の
〝
裁
量
〞

治
療
状
況
を
尋
ね
た
事
例
ま

で
あ
っ
た
。
も
は
や
保
険
ル

ー
ル
の
周
知
徹
底
と
い
う
指

導
の
主
旨
か
ら
逸
脱
し
、
犯

罪
捜
査
ま
が
い
の
異
常
な
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
と
み
る

べ
き
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
指
導
大
綱
で

は
、
患
者
調
査
が
で
き
る
の

は
指
導
終
了
後
、「
不
正
又

は
不
当
が
疑
わ
れ
、
患
者
か

ら
受
療
状
況
等
の
聴
取
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
場
合
」
に

限
ら
れ
て
い
る
。
厚
生
局
は

大
綱
を
逸
脱
し
た
ま
ま
患
者

大
綱
逸
脱
の
患
者
調
査
も

調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
い

え
る
。

　

こ
の
間
の
協
会
・
保
団
連

の
度
重
な
る
要
請
を
受
け
、

厚
生
局
は
中
断
か
ら
３
カ
月

以
内
に
指
導
を
再
開
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
保
団
連
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
は
、
▽
合
理
的
理

由
が
な
い
場
合
の
中
断
の
中

止
▽
や
む
を
得
ず
中
断
す
る

場
合
は
指
導
再
開
時
期
の
明

示
▽
患
者
調
査
の
中
止
―
―

な
ど
、
さ
ら
な
る
改
善
を
求

め
て
い
る
。

 

（
つ
づ
く
）

貴
島
正
彦
理
事
が
逝
去

　保険請求のご相談や年金・休
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